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「はまらんや踊り」でパワー全開
　令和６年度から気仙沼市立気仙沼中学校と気仙沼市立条南中学校が統合し、新生気仙沼市立気仙沼中学校がスタート

しました。８月には、統合後初となるＰＴＡ行事として、「気仙沼みなとまつり」の一部として披露される「はまらん

や踊り」に気仙沼中学校チームとして参加しました。

　「はまらんや踊り」は、「気仙沼みなとまつり」で特に注目される踊りの一つ。参加者が一糸乱れぬ動きで賑やかに

踊り、祭りの雰囲気を盛り上げる一大イベントです。歌と音楽に合わせて、２時間踊り続ける子どもたちにはパワーと

エネルギーに溢れていました。これからも地域を盛り上げる学校であり、子どもたちであって欲しいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通信員　奥原　幹雄

地域ぐるみで育てよう,心豊かでたくましい「みやぎの子」
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さらなる成長に活かす大会

第56回日本ＰＴＡ東北ブロック研究大会

東青大会 令和６年
９月７日（土）８日（日）

　令和６年９月７日（土）に青森県内６会場で第56回日本ＰＴＡ東北ブロック研究大会東青大会の分科会が開

催され、８日（日）はリンクステーションホール青森にて全体会が、浅野直美大会副会長（宮城県）の開会の

ことばを皮切りに開催されました。

　主催者あいさつとして東北ブロックＰＴＡ協議会横岡千和

子会長から、大きな影響を受けたコロナを経て、時代の流れ

とともに全国では、あちこちからＰＴＡに対して理解を得ら

れない声が聞こえたり、その存在意義に疑問符が付けられた

り、難しい時代を迎えておりますが、このような時だからこ

そ私たちが、その必要性や重要性を再認識し、これからの子

どもたちのために何ができるか、どうあるべきかを模索する

ことが必要で、同じ東北の仲間である皆さんと共に、その意

義や存在価値を様々な視点から討議を得ることで、認識を深

め東北全域のＰＴＡの活性化や、東北の全ての子どもたちが

これからも笑顔で夢を描いていけるよう皆で力を合わせ活動

できる起因となることへの願いを話されました。

　続いて来賓を代表して、青森県知事宮下宗一郎氏と公益社

団法人日本ＰＴＡ全国協議会会長太田敬介氏よりご祝辞を頂

き、開催地である青森市長西秀記氏（代読：赤坂寬副市長）

から歓迎のあいさつを頂きました。

　来賓紹介後に感謝状の贈呈と優良ＰＴＡの表彰式が行われ、

続いて山下泰幸大会副会長（岩手県）より大会宣言（案）及

び大会決議が読み上げられ、参加者の拍手により承認されま

した。引き続き公益社団法人日本ＰＴＡ全国協議会太田会長から横岡青森県ＰＴＡ会長へ感謝状の贈呈、最後

に武田靖裕大会副会長（山形県）の閉会の言葉にて大会の一切が無事終了いたしました。

　

　記念討論会では、ＰＴＡの歴史や社会教育関係団体としての位置づけ、日Ｐの繋いできた活動内容、単Ｐか

ら日Ｐまでのスムーズな情報共有の必要性、それぞれの役割やポジション、行政との接点についてなど、多岐

にわたる討論がなされましたが、一番印深かったのは皆さんご存知の「ＰＴＡの歌」にまつわるエピソードに

ついてです。

　その作詞は宮城県登米出身の春日紅路氏が公募で採用され、当時どのような思いでこの「ＰＴＡの歌」を作

ったのかという内容でした。彼は「教育は学校だけがするもの、とか或いは受け持ちの先生が全責任を持つべ

きものであるとかと、いったような誤ったあなた任せの古い考えは捨てよう。一人ひとりが高い知性と深い愛

情を持たない限り、いくら学校の制度を変えてみたり、ＰＴＡの組織をいじくりまわしてみたところでどうに

もならないのだ。」との思いを昭和26年の登米小学校会報に掲載されており、戦後間もない当時の社会環境の

中でありながら、最近でも同様なことを言われている問題意識を持っていたことについて紹介されました。

　私たちのＰＴＡ活動において、子どもたちのために集い、学び合い、子どもたちの成長を見守り繋いでいく

必要性は、今も昔も時代を問わず変わらないと感じました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査広報担当副会長　尾坪　博史

開会のあいさつをする浅野直美会長（宮城県）

記念討論会

開会行事
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子どもたちの笑顔のために

　パネリストの宮城県ＰＴＡ連合会副会長平吹淳氏は、ＰＴＡ

とは保護者と教職員の相互協力により、家庭、学校及び地域が

一体となって将来を支えてくれる子どもたちの健全な成長を図

ることが目的であり、ＰＴＡ活動の『１丁目１番地』だと考え

ていると話されました。

　多くの保護者の思いは、学校で子どもたちが学力向上だけで

なく様々な経験を経て、心身ともに成長することです。それが

学校で学ぶ最高の授業であると思います。

　そのために私たち保護者はＰＴＡ活動を通して、学校と家庭

との緊密な連携や学校の教育施設の充実と環境の改善、子ども

たちへの健全な教育と奨学援助の充実など、学校に対して少し

でも寄与できることを模索し実行しています。

　先生方には、『学校で最高の授業』を学んでほしいという保

護者の強い願いを叶える方法として、ＰＴＡを活用していただ

ければ幸いですと熱い思いを語りました。

　　　　　　　　　　　　　　　調査広報委員長　湯山　栄大

　第４分科会の基調講演は、荒川栄氏から『マルチスポーツの

可能性と運動部活動地域移行について』をテーマに講演をして

いただきました。荒川氏はマルチスポーツとは、主に年少期に

多くの経験を積ませ、将来的に最も得意なスポーツを選択でき

る力を身につけること。また、運動部活動地域移行については、

部活動と地域クラブとの連携【融合】が最も重要であると話さ

れました。　　

　その後、荒川氏と４名のパネリストで部活動地域移行につい

ての討議が行われました。地域移行することが最終的なゴール

ではなく、地域と学校やクラブが連携し、持続可能で多様なス

ポーツ活動環境を確保することが大事ではないかとの意見も出

されていました。複数のパネラーの意見を聴き、改めて部活動

地域移行について考える契機となった分科会でした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　副会長　佐々木　篤志

　第５分科会では『子どもたちの立場で学校統廃合の実態を考

える』をテーマに５名のパネリストの方々から、実際に統廃合

に関わってきたご自身の経験をもとにお話しいただきました。

　宮城県ＰＴＡ連合会副会長尾坪博史氏の『当事者である子ど

もたちとしっかり向き合えたか？それぞれの立場で向き合って

話はできなかったのではないか』という言葉が印象的で心に残

っています。

　分科会を通して、子どもたちは私たち大人が思っている以上

に物事を冷静に考える力を持っていること、子どもだからと決

めつけるのではなく当事者である子どもたちとしっかりと向き

合いながら一緒に考え、意見を言える機会を作ることが何より

も大切であると感じました。

　未来を担う子どもたちのために、今後も学校・家庭・地域と

ともに、よりよい教育環境を目指していきたいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副会長　佐藤　英

第 2 分 科 会 　 教 職 員 の た め の ＰＴＡ 活 用 法第 2 分 科 会 　 教 職 員 の た め の ＰＴＡ 活 用 法

第 ４ 分 科 会 　 マルチスポーツの可能性と運動部活動地域移行について第 ４ 分 科 会 　 マルチスポーツの可能性と運動部活動地域移行について

第 ５ 分 科 会 　 子どもたちの立場で学校統廃合の実態を考える第 ５ 分 科 会 　 子どもたちの立場で学校統廃合の実態を考える

第２分科会パネリスト　平吹 淳氏

第４分科会パネリスト　小泉 一樹氏

第５分科会パネリスト　尾坪 博史氏
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丸森町丸森町

　
丸
森
町
は
町
内
８
校
あ
っ
た
小
学
校
を
再
編
し
、
令

和
４
年
度
か
ら
、
２
校
の
新
小
学
校
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
旧
校
舎
と
校
庭
は
ど
ん
ど
ん
寂
れ

て
い
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
丸
森
小
学
校
で
は
「
旧
校
舎

を
生
か
そ
う
」
と
い
う
地
区
親
子
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
う
ち
の
1
つ
、
旧
金
山
小
学
校
で
は
、
児
童
、

地
域
の
方
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
流
し
素
麺
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
大
人
が
準
備
し
て
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
い
ろ
い

ろ
な
物
を
流
し
て
食
べ
ま
し
た
。
み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ

楽
し
く
お
い
し
い
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。
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月
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に
那
智
が
丘
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区
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運
動
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開
催
さ
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し
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現
在
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で
も
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て
い
る
の
は

数
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同
運
動
会
で
す
。
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児
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か
ら
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見
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さ
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ま
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熱
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繰
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。
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智
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と

っ
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域
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方
々
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温
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さ
を
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じ
ら
れ
る
貴
重
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い
出
と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
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を
濡
ら
し

た
り
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懸
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。

　
結
果
も
大
事
で
す
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、
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で
の
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や
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と

の
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得
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き
る
の
は
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
財
産
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て

保
護
者
も
ま
た
、
子
ど
も
と
の
お
か
げ
で
つ
な
が
る
縁
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。

「
楽
し
い
思
い
出
づ
く
り

　  

ツ
ア
ー
」ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

通
信
員
　
近
藤
　
裕
紀

那
智
が
丘
地
区
大
運
動
会

通
信
員
　
髙
橋
　
絵
里
子

　
毎
年
「
楽
し
い
思
い
出
づ
く
り
ツ
ア
ー
」
と
題

し
親
子
行
事
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
２
年
前
ま

で
は
夏
休
み
最
終
日
曜
日
に
北
上
町
の
白
浜
海
岸

で
の
浜
遊
び
を
実
施
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
昨
今

の
異
常
気
象
の
影
響
で
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に
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の
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、
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で
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ボ
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。
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。
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、
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違
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、
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。
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績
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が
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。
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。
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成
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さ
つ
き

遠田郡遠田郡
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第72回日本ＰＴＡ全国研究大会
川崎大会に参加して

　

　

　去る８月23日から24日に神奈川県川崎市において第

72回日本ＰＴＡ全国研究大会川崎大会が開催され、宮

城県からは宮城県ＰＴＡ連合会浅野直美会長はじめ総

勢28名が参加しました。本大会はＰＴＡの縁に改めて

気付き、家庭・学校・地域の縁が織りなす道を通じて、

ウェルビーイング（身体的・精神的・社会的に良い状

態）を社会に広げることを目指して開催されました。

　全体基調講演では、誰もが幸せに暮らせる社会の実

現に向けて～全ての子供たちに「生まれてくれてあり

がとう」を届けよう！～を研究課題として、西野博之

氏（認定ＮＰＯ法人フリースペースたまりば理事長）

よりご講話をいただきました。

　講話の中で西野氏は、川崎市では全国に先駆けて

2000年に「子どもの権利に関する条例」を制定し、そ

の条例の具現化を目指し、子供が安心してありのまま

の自分でいられる場として子供夢パークを建設。子供

夢パークは、やりたいことができる空間であり、自分

の責任で自由に遊ぶ場。安心して失敗できる環境が大

切だと語ります。

　そして、遊びが持っている力として最近注目されて

きたのが非認知能力、数値化できない力です。人間と

して生きていく力を育むことが大切で、その力は決し

て教科書では手に入らないもの。予測不能なことが起

きた時に、どう社会を存続させるか。正解のない問題

に立ち向かい自分の頭で考え、時に人と対話して粘り

強く問題を解決していく力がこれから大切になると述

べました。さらに、答えを出すことが大人の役割では

なく、「きっと大丈夫」と“大丈夫の種”を蒔いてあ

げよう。親も失敗して良いのだと、助けを求め、適度

に人に依存できる力が自立には必要だと続けました。

　最後に、「生まれてきてくれてありがとう。あなた

がいてくれて幸せだよ。」と眼差しや態度、言葉で子

供たちに伝えることが大切です。生きている、ただそ

れだけで祝福される。生まれてきただけで奇跡。生き

ているだけで奇跡なのだと。子供たちが「生まれてき

て良かった。生きてるって楽しい。」そう思える社会

を実現していきましょうという西野氏の熱いメッセー

ジで締めくくられました。

　ＰＴＡの原点である“子供たちを慈しむ心”が、家

庭・学校・地域へと広がり、さらに社会のウェルビー

イング実現へと向かっていくのだと学び考える研究大

会となりました。

　　　　　　　　　　　調査広報委員長　湯山　栄大

　最近ニュース等でＰＴＡ活動についての記事を見か

けます。共働きのご家庭が多くなり、活動時間がとり

づらくなっている方々も少なくはないでしょう。今後

のＰＴＡ活動の在り方も模索しつつ、まずは子どもた

ちの為に何ができるのかを学校、家庭、地域とのコミ

ュニティ・スクールを活用しながら考えていかなけれ

ばならない時期にきたのだと思います。

　一人ひとりが協力し合いながらも一人の負担を軽減

し、より良い活動が今後もできるようご協力をお願い

いたします。

　　　　　　　　　　　　調査広報委員　大森　憲市

報　告
http://www.miyagi-pta.gr.jp/
☎022－295－9581・9590


